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「ケータイ・インターネット高校生フォーラム」の実施について

～県立岩美高校における取組～
家 庭 ・ 地 域 教 育 課

高校生の９割以上が携帯電話を所持している状況において、高校生自身が携帯電話の利便

性と問題点について考え、自発的にその問題解決に取り組むことが重要である。

そこで、今年度、県立岩美高等学校をモデル校として、生徒の自主性を尊重した学校全体

での取り組みを進めている。

その第一段階として、学園祭（虹嶺祭）で、生徒会執行部による問題提起が行われた。

１ 「岩美高校ケータイ･インターネットマナーフォーラム」の開催概要

本年８月に生徒会執行部が作成・実施した「携帯電話アンケート」の結果を分析・考察し、携帯

電話やインターネットの危険性を知った上で、親にルールを決められるのではなく、自分た

ちでルールを考え、決めていくことの必要性をプレゼンテーションし、全校生徒に問題提起した。

（１）期 日 平成２２年１０月１４日（木） １２時５０分から１３時２０分

（２）会 場 県立岩美高等学校 体育館

（３）内 容

・携帯電話のマナーについて保護者の半数が「しっかり指導している」と回答したのに対し、

「細かく指導されている」と答えた生徒は１４パーセントと、保護者と生徒との間で認識

の違いがあった。

・携帯電話の使用については、「２時間以上」と回答した生徒が３６パーセントだった。

・「フィルタリング機能」を生徒の４割が使用していると回答していることに対し、「フィル

タリングは本当に必要か？」という疑問が投げかけられた。（ルールがあれば必要ないの

ではないか。）

・使用する機能について、生徒３４人が「電子マネー、ショッピング」、２３人が「メル友

集め」と回答しているがのに対し、子どもが使用していると思う機能について、保護者の

回答は「電子マネー、ショッピング」が８人、「メル友集め」が８人にとどまっていた。

・すぐにメールの返信をしなければならないという「３分ルール・５分ルール」が誰かを苦

しめていないか、ケータイ依存症により日常生活に支障をきたしていないかと問いかけた。

２ 成 果

◇高校生自身がケータイ・インターネットのよ

り良い使い方を考える取組みを通して、高校

生に必要なルールやマナーを作り上げるため

のきっかけとなった。

◇取組みが報道され、県内高校を始め、全県へ

の広がりが期待できる。

３ 今後の取組み予定

◇ＬＨＲ（ロングホームルーム）でのクラス討

議や県ケータイ・インターネット教育推進員

による講演会などを行いながら生徒の意見や

考えをボトムアップ形式で集約する。

◇２月に校内フォーラムを開催し、岩美高校全

生徒の総意として生徒宣言を発出する予定。
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ケータイ・インターネットマナー
フォーラム

岩美高校生徒会執行部

多発する事件・・・・社会問題

プロフに「お前が気にくわない」

→呼び出して暴力、恐喝「５万

円払え」

ブログに「死ね」と書き込み

→女子高生がショックで自殺

鳥取県の取り組み
ケータイ・インターネット教育啓発推進事業

高校生フォーラムモデル事業

…岩美高が指定校に

今までは・・・

ケータイの使用に関して

↓

大人から指導されるもの

フォーラムの意義

ケータイ・インターネットを使用するときの

マナーを自分たちで考える。

持っている？
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携帯の所持状況

岩美高生の携帯所持率

持っている⇒全体の９割

持っていない⇒残りの１割

いつ買ってもらったか

どれくらい使う（時間）？ どれくらい使う（料金）？

意外と安い？

なぜケータイが必要？

家族と連絡を取りた
いから

フィルタリングとは？
ネットの情報をフィルターにかけ、不適切な

サイトやページを見られなくすること

↓

見たい情報、使いたい機能が限られる
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持っているケータイは？ ホームページ

ブログ

ＳＮＳ

ＳＮＳとは？

Ｓocial（ソーシャル）
Ｎetworking
（ネットワーキング）

Ｓervice（サービス）

mixi

GREE

モバゲータウン
など

SNSの危険性
万引きをしたという書き込みをみた。

出会いを目的とする人がいる。

↓

事件やトラブル・犯罪に巻き込まれる
可能性が発生

フィルタリング・セキュリティ （生徒） フィルタリング・セキュリティ（保護者）
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ルールやマナーの指導（保護者） ルールやマナーの指導（生徒）

使用する携帯電話の機能（生徒）

使用している機能（206人中）
・電話 …200人
・メール …197人
・ブログ、プロフ …111人
・ゲーム …119人
・電子マネー、ショッピング …34人
・カメラ、写メール …182人
・画像、動画ダウンロード …150人
・音楽ダウンロード …164人
・メル友集め …23人
・辞書機能 …99人
・学習、進路のための検索 …47人

子どもが使用していると思う機能（保護者）

使用していると思う機能（224人中）
・電話 …176人
・メール …216人
・ブログ、プロフ …80人
・ゲーム …82人
・電子マネー、ショッピング…8人
・カメラ、写メール …128人
・画像、動画ダウンロード …68人
・音楽ダウンロード …134人
・メル友集め …8人
・辞書機能 …42人
・学習、進路のための検索 …10人

誹謗中傷
ブログの中には「秘密記事」というのがあり、
たくさんの書き込みがある。

→中には、特定の人の悪口もある。

→これにより、いじめに発展するケー
スが現在全国の高校生の中で続出してい
る。

３分ルール・５分ルール

３分または５分以内にメールの返信
をしなければならない。

誰かを苦しめて誰かを苦しめて

いないでしょうかいないでしょうか
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文字のみのコミュニケーション

メールでのコミュニケーションに頼り
すぎる

相手の表情がわからない状態になる

おまえ

うざい

面と向かって言われる。

メールで送られてくる。

どちらのほうがより傷つ
きますか？

二つの違い

お互いの表情が読み取れる状況かそうで
はないかという違い。

メール・ブログでは自分のメール・ブログでは自分の

思いすべてを伝えることが思いすべてを伝えることが

出来ない出来ない

ケータイ依存症

携帯電話のサービスに没頭

日常生活に支障をきたす

ケータイ依存症

ベッド IN  ケータイ
枕元にケータイがないと落ち着かない。

そんなあなたはそんなあなたは

依存症依存症

かもしれませんかもしれません
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まちがった行動
責任

結 論
親は、子どものケータイ・インターネットの使用状況を把
握する。

私たちは、自らケータイ・インターネットの持つ危険性を
知り、慎重に使用する。

親からルールを決められるのではなく、親の協力を得な
がら自分でルールを決めて持つことが大切。

今後の流れ

講演会

クラス討議

携帯電話・インターネットの宣言

みなさんで一緒に
考えていきましょう
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